
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2025年 3月 2日 

日
本
共
産
党
の
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
一
斉
宣
伝
で
、
松
江
市

で
は
２
月
２
１
日
、
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

舟
木
健
治
、
た
ち
ば
な
ふ
み

両
市
議
、
佐
野
み
ど
り
市
議

予
定
候
補
が
雪
舞
う
中
、
商

店
街
前
で
演
説
し
、
参
院
選

で
の
党
躍
進
と
松
江
市
議
選

（
４
月
１
３
日
告
示
、
２
０

日
投
票
）
で
前
回
獲
得
し
た

３
議
席
確
保
へ
支
援
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
財
界
・
大
企
業

が
原
発
再
稼
働
や
社
会
保
障

費
抑
制
な
ど
自
ら
の
要
望
を

忠
実
に
実
行
す
る
自
民
党
に

対
し
、
こ
の
２
０
年
間
で
４

６
４
億
円
も
の
献
金
を
行

い
、
カ
ネ
の
力
で
政
策
を
ゆ

が
め
て
い
る
こ
と
を
告
発
。

「
企
業
・
団
体
献
金
を
禁
止

し
、
財
界
い
い
な
り
に
カ
ネ

で
動
く
政
治
を
変
え
て
い
こ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

2025年 
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療
崩
壊
の
危
機
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
紹

介
。
参
加
者
は
「
食
材
費
以

外
に
も
医
薬
品
や
医
療
資
材

が
３
か
月
ご
と
に
値
上
が
り

し
て
い
る
」「
看
護
師
の
県
外

へ
の
転
出
や
多
業
種
へ
の
転

換
が
あ
る
」
と
述
べ
「
物
価
・

賃
金
の
上
昇
に
適
切
に
対
応

で
き
る
報
酬
改
定
と
医
療
従

事
者
の
確
保
を
」
と
強
く
求

め
ま
し
た
。 

医
療
政
策
課
の
糸
賀
晴
樹

課
長
は
「
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
実
態
を
把
握
し
、
国

に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
対

応
を
求
め
て
い
く
」
と
回
答
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

佐
野
み
ど
り
松
江
市
議
予
定

候
補
が
同
席
し
ま
し
た
。 

大
国
氏
は
「
物
価
高
騰
で

暮
ら
し
が
大
変
な
中
、
社
会

保
障
費
は
削
減
し
、
日
米
軍

事
同
盟
絶
対
で
軍
事
費
増
強

を
進
め
る
政
治
の
ゆ
が
み
を

正
す
た
め
に
も
共
産
党
を
伸

ば
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。 

宣伝する（左から）舟木、佐野、たちばな、尾村、大国の各氏ら 

（松江市） 

 

島
根
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
（
眞
木
高
之
会
長
）
は

２
月
１
８
日
、
２
０
２
４
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
が
医
療

経
営
の
実
態
や
物
価
高
騰
に

見
合
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

県
に
対
し
、
経
営
維
持
の
た

め
の
診
療
報
酬
再
改
定
を
国

に
求
め
る
と
と
も
に
、
自
治

体
独
自
で
の
財
政
措
置
（
補

助
金
等
）
を
要
請
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

大
国
圭
介
事
務
局
長
ら
４

氏
が
県
庁
を
訪
問
。
大
国
事

務
局
長
は
、
島
根
民
医
連
が

２
４
年
７
月
～
１
０
月
に
実

施
し
た
経
営
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
（
県
内
４
６
病
院
中
、
１
８

病
院
が
回
答
）
で
は
半
数
以
上

が
減
収
減
益
と
答
え
、
「
病
院

経
営
は
破
綻
寸
前
で
地
域
医

「
介
護
と
介
護
保
険
制
度

を
考
え
る
交
流
集
会
」
が
２
月

２
３
日
、
出
雲
市
で
開
か
れ
、

９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

集
会
実
行
委
員
会
の
主
催
。 

前
半
で
は
山
陰
中
央
新
報

社
編
集
局
報
道
部
の
森
み
ず

き
記
者
が
「
つ
な
ぐ 
介
護
難

民
を
出
さ
な
い
た
め
に
～
取

材
か
ら
感
じ
た
介
護
の
今
と

こ
れ
か
ら
～
」
と
題
し
講
演
。 

昨
年
８
月
か
ら
今
年
２
月

ま
で
山
陰
中
央
新
報
に
掲
載

さ
れ
た
介
護
に
つ
い
て
の
連

載
企
画
で
は
、
介
護
や
介
護
保

険
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
現
場
の

様
々
な
問
題
点
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
森
氏
は
東
京

で
も
取
材
を
行
い
、「
全
国
一

律
の
制
度
だ
が
、
政
府
は
地

方
の
様
子
を
把
握
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、「
こ
う
し
た
問
題
を
新
聞

で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
」
と
話
し
ま
し
た
。 

後
半
で
は
４
氏
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
。
介
護
福
祉
ユ
ニ
オ

ン
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
（
ボ
ン
ズ
）

か
ら
は
、
昨
春
取
り
組
ん
だ

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
事
業
所
経
営
者
・
介
護

労
働
者
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
「
福
祉
が
あ
る
か
ら
こ

 

日
本
共
産
党
の
教
職
員
松

江
後
援
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｔ
松
江

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）
は
２
月
２

０
日
、
松
江
市
で
「
子
ど
も

の
未
来
を
語
る
会
」
を
開
き

ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
、
舟
木
健
治
、
た
ち
ば

な
ふ
み
両
市
議
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

尾
村
氏
は
、
来
年
度
の
国

の
予
算
案
で
は
文
教
関
係
費

４
兆
１
２
０
０
億
円
に
対

し
、
軍
事
費
は
２
倍
と
な
る

８
兆
７
０
０
０
億
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
と
し
、「
大
軍
拡

は
平
和
だ
け
で
な
く
、
暮
ら

し
や
教
育
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
壊
す
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
の
県
議
会
で

の
論
戦
や
党
の
教
育
政
策
な

ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。
（
写

真
） 参

加
者
は
、
教
員
や
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
が
良
く

な
る
よ
う
活
発
に
意
見
交
換

し
ま
し
た
。 

そ
経
済
が
回
っ
て
い
く
と
国

に
言
い
た
い
」「
地
域
か
ら
訪

問
介
護
が
な
く
な
る
こ
と
で

地
域
で
の
生
活
が
で
き
な
く

〈手話通訳あり〉 

３月１６日（日） 
■１３：００～１４：３０ 

出雲朱鷺会館 大ホール （出雲市） 

■１５：３０～１７：００ 

くにびきメッセ 国際会議場 （松江市） 

＊両会場とも開始時間が変更となりました。 

＊亀谷ゆう子参院鳥取・島根選挙区予定候

補、４月の地方選の予定候補も訴える予

定です。 

な
る
」
な
ど
、
介
護
保
険
制

度
の
矛
盾
や
問
題
点
へ
の
怒

り
や
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 


